
科学と哲学は、かつて一体となって明確な区別はなかった。近代科学が成立すると、哲学は
「基礎づけ」という後見人のような役目を果たすようになる。現代になり、科学が巨大化して人
間の手に余るようになると、哲学は「批判」という監視役を演じ、対立するようになる。ではこ
れからの科学と哲学の関係は、どのようなものでありうるか――このワークショップでは、サイ
エンスコミュニケーションと哲学対話という社会と関わる実践から、もっと創造的で協力的な
関係を模索する。いまだかつてない、科学と哲学のコラボレーション！ 


